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被爆時年齢が 50歳以下の 9,356人（男 3,591人、女 5,765人）とした。本研究の対象に
は LSS コホートに属さない人が含まれており、本研究の対象を含む 11,911 人について







方式により推定されたものを用いた。対象について 1970年 1月 1日から 1997年 12月
31日までのがんによる死亡を追跡した。がんは ICD-9の 140から 208および ICD-10の





対象者 9,356人のうち、脱毛は男で 81人（2.3%）、女で 148人（2.6%）にみられたが、
性および被爆時年齢による有意な差はみられなかった。観察終了時の生存は 4,396 人
（47%）、死亡は 2,717人（29%）、転出が 2,243人（24%）であった。死亡の 2,717人の
うち、がんによる死亡は 774人であった。性、被曝線量および脱毛の有無別がん死亡率
には、脱毛がなかった群では被曝線量の増加と共にがん死亡率が高くなる傾向がみられ
た。男では脱毛がなかった人に比べて脱毛があった人のほうががんによる死亡率が高い
傾向があったが、女性ではみられなかった。性、被爆時年齢、到達年齢、被曝線量を考
慮し、脱毛の有無が、がん死亡リスクに与える影響を解析した結果、脱毛があった人の
脱毛がなかった人に対するがん死亡のハザード比は 1.06倍（95%信頼区間: 0.72-1.54）
であった。また、性、被曝線量との関連はみられず、被爆時年齢および到達年齢とは有
意に関連していた。 
 
考 察 
LSS コホートとは異なる長崎の原爆被爆者集団を対象としてがん死亡リスクに与え
る脱毛の影響について解析した。がん死亡率は 4Gy 以下の放射線量で脱毛がなかった
男と女で共に線量と共に単調増加する傾向がみられたが、脱毛があった人では一定の傾
向はみられず不規則であった。がん死亡リスクについては、若年被爆者とがん年齢に到
達した人での有意なリスク増加がみられたが、脱毛および被曝線量の影響はみられなか
った。これらのことは、被曝線量に推定誤差があったり、脱毛があった人の数が少なか
ったことによるものと推察される。また、対象集団の観察開始は被爆から 25 年後であ
ることから、高齢化によるがん死亡率の増加により被曝線量による影響が検出できなか
ったことが考えられる。脱毛は被曝線量と強い関連があり、脱毛の影響がみられなかっ
たことも同様の理由であると推察される。今後、ますます高齢化する被爆者集団につい
て、その継続的な追跡および情報の一層の充実が重要であると考えられる。 
 
